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（３）Ｄタイプの配線方法

（２）Ｃタイプの配線方法（モーターキット（KES-03）を使用し接続します。）

（ドアロック車種別専用キットを使用し接続します。付属のドアロックハーネスは使用しません。）           

①モーターキットの取付・取扱説明書に従って、配線を行って下さい。
②ドアロックハーネスの「黄コード」をモーターキット付属のハーネスの「黄コード」へ付属のエレクトロタップ（赤色）
   で接続します。      �
③ドアロックハーネスの「青コード」をモーターキット付属のハーネスの「青コード」へ付属のエレクトロタップ（赤色）
   で接続します。
④本体のドアロックハーネス差込口（A3）の空コネクターを外し、ドアロックハーネスの5Pコネクターを差し込みます。

①ドアロック車種別専用キットの取付・取扱説明書に従って、配線を行って下さい。
②本体のドアロックハーネス差込口（A3）の空コネクターを外し、本体接続ハーネスの5Pコネクターを差し込みます。

①キーレスアダプター（KES-06）の取付・取扱説明書に従って、配線を行って下さい。
②本体のドアロックハーネス差込口（A3）の空コネクターを外し、アダプターハーネスの5Pコネクターを差し込みます。

７Pコネクター（緑）

この緑色のコネクターは使用しません。
ビニールテープで絶縁して下さい。注意
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配線概要図

配線概要図 ドアロック車種別専用キット（別売）            
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（４）Ｅタイプの配線方法（キーレスアダプター（KES-06）を使用し接続します。付属のドアロックハーネスは使用しません。）      

配線概要図 キーレスアダプター（別売）
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アンロック配線（タイプ１）アンロック配線（タイプ２）
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ドアロックハーネスの配線（任意 つづき）

アンテナハーネスは、振動などで外れない
ようにハーネスガイド穴に通してから、
アンテナハーネス差込口へ確実に差し込んで
下さい。（イラスト参照）。

注意

ステップ 本体とアンテナユニットを接続します。

本体のアンテナハーネス差込口（A4）へ
アンテナユニットから出ているハーネス
のコネクターを差し込みます。

ステップ

ステップ 本体とメインハーネスを接続します。

本体を固定します。

本体のメインハーネス差込口（A1）へメイン
ハーネスの16Pコネクターを差し込みます。

本体をインストルメントパネルのアンダーカバー内またはセンターコンソール内側などに取り付けて下さい。
本体が走行中などに動かないよう、付属の結束バンドまたは市販の両面テープを使用して、しっかりと固定して
下さい。

・本体は、運転の妨げになる場所やエアバッグの動作を妨げる場所には、取り付けないで下さい。事故の原因と
  なります。

・本体は防水構造ではありません。水がかからない場所に取り付けて下さい。火災・故障の原因となります。

・本体は、エアコンの吹き出し口付近へは取り付けないで下さい。高温になったり、結露し、故障の原因となり
  ます。

警 告

注 意
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アンテナハーネス差込口（A4）

メインハーネス差込口（A1）

メインハーネス16Pコネクター

本体の取り付け

これからの作業は、配線などが正しく行われているかどうかを確認するためのものです。配線類は固定しない状態で行って下さい。

動作確認をする際は、必ず車の外に出てから行って下さい。また周囲に人がいないことを確認してから行って下さい。
ショックを与える恐れがあります。

動作確認で車に振動を与える場合、強く叩きすぎてケガをしないように気をつけて下さい。またガラスやボディーなどが、
破損しないように十分注意して下さい。万一破損などが発生しても、当社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめ
ご了承下さい。

注 意

警 告

取り付け後、下記手順に従い必ず動作確認を行って下さい。
動作しない場合は、59～60ページの「故障かな？と思ったら」を確認して下さい。

警報機を動作させます。ステップ

ステップ 動作確認前の準備

●パーキングブレーキをしっかり引き、シフトレバーをPレンジにする。
●ルームランプおよびカーゴランプスイッチをOFFにする。（ドアを開けたときに、室内灯が点かない状態にする。）
●エンジンキーを携帯し、全てのドア、窓を閉め車の外に出る。（エアコン以外の電装品はOFFにする。）
●リモコンの RST ボタンを長押しし、電源を入れる。（電源がOFFになっている場合）

リモコンの SET ボタンを「プッ」と音が鳴るまで押し、警報機が動作するか確認して下さい。
このとき車両側が、下記表示を行うことも確認して下さい。さらにリモコンの警戒パターン表示が別の警戒パター
ンに設定されている場合は、2３～24ページの「警報機の警戒パターンを変更し、動作させる」に従って、警戒パタ
ーンを「 警戒ステージ１_警報モードA 」に設定して下さい。

  2回点滅
（配線時のみ）

   施  錠
（配線時のみ）

警戒
ステージ１
警報
モードA LED -1ヶ（緑色）が１回点灯

クッ クッ

アンテナユニット サイレン警戒設定 ハザード ド ア

基本動作の確認

必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーをPレンジの位置にして下さい。注意

本体の取り付け位置は、MODEスイッチの設定が行え、かつ容易に目につきにくい場所に取り付けて下さい。重要


